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 ボクは理科教師ですが，昔から国語の授業がスキです。だから，

山本正次さんの講座は，ホントに大好きでした。理科の授業で「き

つねのおきゃくさま」をやったこともありますし，「さる・るるる」

などの言葉遊びもたくさんやっています。 
さて，今年も職場で公開授業がありましたが，ボクは迷うこと

なく，新採 5 年目の冬月さんの国語の授業を見にいきました。授

業自体は，漢字の練習ばかりで，あまりたのしくなかったのです

が，「漢字小テスト」の裏に印刷されていた「今日の読みもの」が

傑作でした。それは，授業で取り上げられることは，全くなかっ

たのですが，そこにあった「一行詩 面と向かって言えないひと

言」が，とてもおかしくて笑いを堪えるのに苦労したほどでした。 
 そこには出典が明記されていましたので，原著『一行詩 面と

向かって言えないひと言』を購入してみました。選者の吉村英男

さんは，高校で「一行詩」の授業を行い，それをまとめた『一行

詩 父よ母よ』がベストセラーとなりました。その「読者アンケ

ート応募」でたくさんの「一行詩」が寄せられ，それをまとめた

のが，『一行詩 面と向かって言えないひと言』です。 
 そこから，いくつか気に入ったものをまとめてみました。おつ

きあいください。 
 
 
■ 優秀賞 
母「離婚する」 
姉「賛成，お父さんについていく」 
妹「私も」 
父「○□○○についていく」        上原正枝 42 
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（見出しは，本の通りです。作品には，作者の名前（敬称略）と

年齢を表示しています） 
 
近くの□□で， 
「失敗したって，いいじゃないか，人間だもの」と書いた額があ

った。 
この□□へ通うのはもうやめよう。      野田幸枝 43 
 
■佳作 
「老後はよろしく」と言う母よ! 
なんで弟に頼めへんの？ 
「だって，□□○○○○悪いやん」・・・殴ったろか。 

林まり子 28 
 
母よ! 日曜の午後，ソファーで幸せそうに昼寝をしている貴女の

顔は，まるでしわのよった○□□□です。 浜本由香利 16 
 
保育園の息子に! ずっといっしょにいようねと言ったら， 
「○□○○に悪いから」と真顔で答えた。もう君には期待しない。 

千頭眞由美 36 
 
「ケガで前歯が入れ歯なの」と震えながら告白した私。 
「なあんだ，そんなことか」と優しかったあなた。 
結婚してから知りました。 
そんなあなたが■■のため，□□○□であることを。 
                     間瀬喜美子 42 



 4

■選外佳作 
 
妹と髪の色についてしゃべっていたら，父が言った。 
「茶色くても黒くても○○○いいんだよ」 
がんばれ父! 髪が寂しくなりつつある四十四歳。 宮井真理 20 
 
 
■父よ! 
 
単身赴任の父よ! あなたは母と私のためではなく，□のために帰

ってくるのですね。           原田くらら 15 
 
 
父よ! あなたは「派手なかっこうをしているやつはきらいだ」と

いう。じゃあ，あなたは□のどこにひかれたんだ。 本村直人 14 
 
お父さん，ごめんなさい。私たち娘三人は，あなたのスネをかじ

っているだけでなく，あなたの髭剃り用のカミソリで○○□をそ

っています。       小阪章子 24，裕子 21，祥子 19 
 
「口があれているからリップ貸してくれ」と言う父に， 
「勝手に使って」と返答する。 
しばらくして「このリップ，べとべとするぞ」と父。 
「ん?」父さん! そりゃ○○○○○○やで。 前田加奈子 26 
 
 



 5

■母よ! 
 
母よ! 歯科医院で「口紅を拭いて」と言われ， 
「□□を吹くな」              堀田麻衣 12 
 
「痛いっ」と言った私の前に母がいきなりとんできて，一生懸命

さすっています。私の足よりそんなに○○○が大事かね。 
 瀬戸美和 13 

 
母よ! 根にもつ人はきらいだと言い，ケンカした次の日，お弁当

に私の□○○○○を入れるのはやめてくれ。 福田幸子 18 
 
母へ! 「あの頃が一番楽しかったねぇ」と 
父の□□□□□□を思い出さないでください。 山崎香菜恵 22 
母よ! 私の服を着るな。 
いっしょにいて「姉妹みたい」と言われても，○○○○○○，喜

べるのは。               山内あづさ 19 
 
母よ! 「このヘソまがり。誰に似たのよ」っていつも言うけど， 
親戚中探しても○○○○○おらんぞ。    坂本綾 16 
 
「心はいつも 18 歳」をモットーにしている母よ! 
心だけは若くてもいいから，格好まで 18 歳にするのはやめてくだ

さい。もう○○歳なんだから。       中本由希 17 
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お母さん! 私が子どもの頃，自分の席を立って 
吊り革につかまっていたお母さんを座らせてあげたことを 
よく他所で自慢しているみたいだけど， 
お母さん，あのとき，○○□の処理をしていなかったんだよ。 
                      匿名 23 
 
 
 
 
■息子よ! 
 
長男「ぼく，結婚の申し込みの言葉は〈両親と二十年一緒に過ご

してください〉にしようかな」 
母「えー，私，六十代で死んじゃうの?」 
三男「お兄ちゃん，その後はボクが面倒みるよ」 
二男「ばかだなー。それからの方が，○○，○○の面倒が大変な

んだぞー」                工藤澄子 48 
 
「ぼく，天才?」「そうよ，あんたは□□よ!」 今井松代 46 
 
息子よ! 嫁を泣かすようなことはするなと言ったけど， 
嫁に□○○○○ことはない。        水野隆夫 53 
 
息子よ! 母に TV のリモコン向けて，□□のボタンを押さないで。  

田中恭子 43 
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息子よ! 「葬式・墓，不要。灰はオホーツク海にまいて」と言っ

た私に， 
「お母さん，海は繋がっているんで」「川も海に繋がっているんで」 
「下水も，いずれは川に流れ込んでいるんで。知っていた?」 
・・・□□に灰を流すのだけはやめてくれ。 
                    畠山久美子 46 
 
息子よ! 
「お母さん，笑顔で暮らそうよ」と言うけれど 
笑えない原因は，○○○なんだよ。    石津ひさえ 42 
 
■夫よ! 
 
あなた! それではテレビは映らないわよ。クーラーの○○○○だ

もの。                 出口ヨウ子 52 
 
何回も□□○○○いるのに，ガラガラと玄関の開く音がうれしい

妻。                  藤岡みさ子 36 
お父さん! 小 1 の息子に，「どうして，お母さんと結婚したの?」
と聞かれて， 
「こういうのを○○○○○○と言うんだよ」 
と真顔で教えるのはやめてください。    渡辺弘美 36 
 
夫へ! 別れようと思ったことはありませんが，三日に一度は， 
●●●●□○○○○○○と考えています。 大内恵美子 43 
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夫よ! お宝増やせないから，□□増やそうか。 匿名 29 
 
パパよ! お仕事で疲れているからといって，二歳の息子より先に

寝ないでください。いつまでたっても□□□ができないよ。 
                    高城玲子 34 

 
妻「あの奥さん，きれいね」夫「うん，でも美人は飽きるから」 
妻「じゃあ，私，飽きたの?」 夫「○○○，○○□○○○」 
                    上原まき絵 42 
 
お父さん! いくら夫婦げんかで負けたからって，留守番電話の応

答メッセージに， 
「お母さんは，□□□に□□□に行っています」って吹き込むこ

とはないでしょう。            川口美佳子 39 
 
■妻よ! 
二十年前，お前が逝った前夜，「再婚してくださいね」と言ったけ

ど，とうとう□□□○□□はいなかったよ。 冨田芳幸 65 
妻へ! 
「昔は，あんなに優しかったのに，いつからこんなになってしま

ったの?」と言うけれど， 
自分は□○○○○○○とでも思っているのか。 戸沢一起 45 
 
■父よ母よ 
 
父よ母よ! ぼくがねたあと，○○○○するな。 渡部裕一郎 11 
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■先生よ! 
 
先生よ! ずっと□□□で来たであろうあなた方に，成績の悪い子

の気持ちが理解できますか。「いじめ」が解決できますか。 
  高橋一博 21 

 
テスト結果より授業態度で内申点をつける先生よ! 
あなたの□□も「2」ではありませんか。      匿名 44 
 
先生へ! 校則違反したからといってぶたんといて， 
あんたも□□□□しとるがな。        小山大器 15 
 
先生よ! 学校で十分なのに，□□□にまで問題書くのやめて。 

  早坂佳之 13 
 
先生よ! あなたは立派な人らしいが，あなたの□□はわからない。 

 石田直美 17 
先生よ! 退屈な授業しているのに，「□○○」とは何事や。 

 畑沢亮 19 
先生よ! 授業中，大声出すのはやめとくれ。 
生徒は□○○○のだから。          福岡徳洋 18 
 
先生! あなたは「入学したときの気持ちを思い出しなさい」とお

っしゃる。 
先生! 「□□□○□○の頃を思い出してください」 匿名 16 
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■会社よ，大学よ 
仕事のできない美人と，真面目だけが取り柄のブス。 
必ず□□を取る上司たちよ!・・・会社つぶれるよ。神崎伸子 45 
 
大学の面接官の方へ! ごめんなさい，面接で話したことは，すべ

て□○□です。                田井洋右 18 
 
■姑よ! 
姑のおかずに，□がひとつまみ多く入っていることは，誰も知ら

ない・・・。                武瀬由利恵 30 
 
 
 
 
 
 「答え」につきましては，以下の本をお買い上げの上，お探し

ください。 
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